






要約:我々は前回昭和 61～63年度に大阪地区において厚生省の所定の予防処置を終了した

児の抗体獲得状況とHBV の感染率を調査した。その結果,厚生省方式を受けた乳児はフォロ

ーアップ方式を受けた乳児に比べてHBs抗体が低値である例が多く,かつHBV感染が多いこ

とを明らかにした。以上の我々のデータを参考にして平成元年4月から大阪府でも 3回の

HB ワクチン後の追跡検査が公費負担になった。その後の B型肝炎母子感染予防の成績を明

らかにするために平成 1年 12月から第二次追跡調査を開始した。今回は平成 2年 10 月ま

での集計結果を報告する。 


